第三者評価内容評価基準（情緒障害児短期治療施設版）
Ａ-１　子ども本位の治療・支援
Ａ-１-(１)　子どもの尊重と最善の利益の考慮 
Ａ①　Ａ-１-(１)-①　社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われることを職員が共通
して理解し、日々の治療・支援において実践している。
Ａ②　Ａ-１-(１)-②　子どもが自らの課題を可能な限り認識し、施設が行う治療・支援について
納得し主体的に選択できるように、事前に分かりやすく説明し支援している。
Ａ③　Ａ-１-(１)-③　子どもの発達段階に応じて、子ども自身の出生や生い立ち、家族の状況に
ついて、子どもに適切に知らせている。
Ａ④　Ａ-１-(１)-④　子どもの行動などの制限については、子どもの安全の確保等のために、他に取るべき方法がない場合であって子どもの最善の利益になる場合にのみ、適切に実施している。
Ａ-１-(２)　権利についての説明 
Ａ⑤　Ａ-１-(２)-①　子どもに対し、権利について正しく理解できるよう、わかりやすく説明している。
Ａ-１-(３)　他者の尊重 
Ａ⑥　Ａ-１-(３)-①　様々な生活体験や多くの人たちとのふれあいを通して、他者への心づかい
や他者の立場に配慮する心が育まれるよう支援している。
Ａ-１-(４)　被措置児童等虐待対応 
Ａ⑦　Ａ-１-(４)-①　いかなる場合においても体罰や子どもの人格を辱めるような行為を
行わないよう徹底している。
Ａ⑧　Ａ-１-(４)-②　子どもに対する不適切なかかわりの防止と早期発見に取り組んでいる。
Ａ⑨　Ａ-１-(４)-③　被措置児童等虐待の届出・通知に対する対応を整備し、迅速かつ誠実に対
応している。
Ａ-１-(５)　思想や信教の自由の保障 
Ａ⑩　Ａ-１-(５)-①　子どもや保護者等の思想や信教の自由を保障している。
Ａ-１-(６)　子どもの意向や主体性への配慮 
Ａ⑪　Ａ-１-(６)-①　子ども自身が生活全般について自主的に考える活動を推進し、施設におけ
る生活改善に向けて積極的に取り組んでいる。
Ａ-１-(７)　自主性、主体性を尊重した日常生活 
Ａ⑫　Ａ-１-(７)-①　日常生活のあり方について、子ども自身が自分たちの問題として主体的に
考えるよう支援している。
Ａ⑬　Ａ-１-(７)-②　子どもの発達段階に応じて、金銭の管理や使い方など様々な生活技術が身
に付くよう支援している。
Ａ-１-(８)　継続性とアフターケア 
Ａ⑭　Ａ-１-(８)-①　子どもの状況に応じて退所後の社会生活を見通した見立てを行い、支援し
ている。
Ａ⑮　Ａ-１-(８)-②　家庭引取りに当たって、子どもが家庭で安定した生活が送ることができる
ように支援を行っている。
Ａ⑯　Ａ-１-(８)-③　子どもが安定した生活を送ることができるよう退所後の支援を行っている。
Ａ-２　治療・支援
Ａ-２-(１)　治療 
Ａ⑰　Ａ-２-(１)-①　心理治療は、自立支援計画に基づき 子どもの課題の解決に向けた心理治
療の方針を策定している。
Ａ⑱　Ａ-２-(１)-②　子どもに対して適切な心理治療を行っている。
Ａ⑲　Ａ-２-(１)-③　カンファレンスを必要に応じて実施している。
Ａ⑳　Ａ-２-(１)-④　医師による精神科的な治療が必要な子どもに対する適切な治療を実施し
ている。
Ａ-２-(２)　生活の中での支援 
Ａ㉑　Ａ-２-(２)-①　子どもと職員との間に信頼関係を構築し、常に子どもの発達段階や課題を
考慮した支援を行っている。
Ａ㉒　Ａ-２-(２)-②　子どもの協調性を養い、社会的ルールを尊重する気持ちを育てている。
Ａ㉓　Ａ-２-(２)-③　多くの生活体験を積む中で、子どもの健全な自己の成長や問題解決能力を
形成できるように支援している。
Ａ-２-(３)　食生活 
Ａ㉔　Ａ-２-(３)-①　食事をおいしく楽しく食べられるよう工夫し、栄養管理にも十分な配慮を行っている。
Ａ㉕　Ａ-２-(３)-②　子どもの生活時間にあわせた食事時間の設定を含め、子どもの発達段階に
応じて食習慣を習得するための支援を適切に行っている。
Ａ-２-(４)　衣生活 
Ａ㉖　Ａ-２-(４)-①　衣服は清潔で、体に合い、季節に合ったものを提供している。表現できるように支援している。
Ａ㉗　A-２-(４)-②　子どもが衣習慣を習得し、衣服を通じて適切に自己表現できるように支援している。
Ａ-２-(５)　住生活 
Ａ㉘　Ａ-２-(１)-①　居室等施設全体を、生活の場として安全性や快適さに配慮したものにしている。
Ａ㉙　Ａ-２-(１)-②　発達段階に応じて居室等の整理整頓、掃除等の習慣が定着するよう支援している。
Ａ-２-(６)　健康と安全 
Ａ㉚　Ａ-２-(６)-①　発達段階に応じて、身体の健康（清潔、病気、事故等）について自己管理
ができるよう支援している。
Ａ㉛　Ａ-２-(６)-②　医療機関と連携して一人一人の子どもに対する心身の健康を管理すると
ともに、異常がある場合は適切に対応している。
Ａ-２-(７)　性に関する教育 
Ａ㉜　Ａ-２-(７)-①　子どもの年齢・発達段階に応じて、性に関する治療・教育の機会を設けている。
Ａ-２-(８)　行動上の問題及び問題状況への対応 
Ａ㉝　Ａ-２-(８)-①　子どもに暴力・不適応行動などの行動上の問題があった場合には、適切に対応している。
Ａ㉞　Ａ-２-(８)-②　施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じないよう施設全体に徹底している。
Ａ㉟　Ａ-２-(８)-③　保護者等からの強引な引取りとなどの無理な要求や暴力的な行動の可能
性がある場合、施設内で安全が確保されるよう努めている。
Ａ-２-(９)　学習支援、進路支援等 
Ａ㊱　Ａ-２-(９)-①　学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支援を行っている。
Ａ㊲　Ａ-２-(９)-②　「最善の利益」にかなった進路の自己決定ができるよう支援している。
Ａ㊳　Ａ-２-(９)-③　施設と学校との親密な連携のもとに子どもに対して学校教育を保障している。
Ａ-２-(１０)　通所による支援 
Ａ㊴　Ａ-２-(１０)-①　施設の治療的機能である生活支援や心理的ケアなどにより、通所による
支援を行っている。
Ａ-２-(１１)　施設と家族との信頼関係づくり 
Ａ㊵　Ａ-２-(１１)-①　施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、家族からの相談に応じる体
制を確立している。
Ａ-２-(１２)　親子関係の再構築支援 
Ａ㊶　Ａ-２-(１２)-①　親子関係の再構築等のために家族への支援に積極的に取り組んでいる。
Ａ-２-(１３)　スーパービジョン体制　
Ａ㊷　Ａ-２-(１３)-①　スーパービジョンの体制を確立し、職員の専門性や施設の組織力の向上
に取り組んでいる。
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